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「未
来
へ
向
か
う
爺
・婆
の
後
ろ
姿
を
示
そ
う
■
」

「原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」
主
催

ユ
ー
モ
ア
た
つ
ぷ
り
に
呼
び
か
け
た
っ

「特
別
発
言
」
で
は
、
二
〇

一
五

年
九
月
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

一福
島
県
楢
葉
町
に
帰
還
し
た
早
川
千

枝
子
さ
ん

（当
セ
ン
タ
■
早
川
篤
雄

代
表
委
員
夫
人
）
が
事
故
六
年
を
経

た
被
災
者

・
被
災
地
の
現
状
と
問
題

点
を
実
感
的
に
報
告
し
、
参
加
者
の

共
感
を
呼
ん
だ
。　
含
一面
参
詔
じ
　
　
一

「さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
富
山
洋
子
さ
ん
、

響
最
関
晉
含
螢
鴛
Ｘ
こ

の
ミ
サ
オ

・

レ
ッ
ド
ウ
ル
フ
さ
ん
が

「連
帯
あ
い

き
っ
」
を
行
っ
た
。

「各
地
◆各
分
野

か
ら
の
発
言
」
は
、
原
発
被
害
者
訴

訟
原
告
団
全
国
連
絡
会
、
玄
海
原
発

倉
津
市
労
連
）
、
浜
岡
原
発

（原

発
な
く
す
会
静
岡
）
が
発
言
し
た
。

集
会
は

「ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
し

て
終
了
”
そ
の
後
、
参
加
者
は
銀
座

デ
モ
を
行
っ
た
。

「原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
〈
ご

は

二
月
四
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で

「福
島
原
発
事
故
か
ら
６
年
　
原

発
ゼ
ロ
の
未
来
へ
一福
島
ど
と
も
に

３
ｏ

４
全
国
大
集
会
を
開
催
し
た
”
被
災
地

福
島
県
か
ら
二
百
五
十
人
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
三
千
五
百
人
が
参
加
し
た
。

「主
催
者
あ
い
さ
つ
」
で
小
田
川
義

和
・全
労
連
議
長
は

「福
島
の
被
災
者

切
り
捨
て
政
治
を
許
さ
な
い
声
を
大
き

く
広
げ
、
国
と
東
電
に
責
任
を
果
た
さ

せ
よ
ン２

と
訴
‘
穐

藤
野
保
史
日
本
共
産
党
衆
院
議
員

含
石
淵
友
参
院
議
員
同
席
）
が

「国
会

議
員
あ
い
さ
つ
」
。
出
席
の
木
内
孝
胤

民
涯
菩
窯
含
攣
響
員
の
一筆
介
。
吉
田
忠
智

社
民
党
党
首
、
小
沢
一
郎
自
由
党
党
代

表
、
米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
、
吉
田
毅

城
南
信
金
相
談
役
か
ら
の
メ
ー
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
。

宇
宙
飛
行
士
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

秋
曲
豊
寛
さ
ん
が

「メ
イ
ン
ス
ピ
ト
チ
」
。

福
島
県
で
シ
イ
タ
ケ
農
家
を
営
ん
で
い

た
が
、
い
ま
は
原
発
難
民
と
し
て
京
都

在
住
と
自
己
紹
介
¨
・「率
直
‘
百
っ
て

会
場
は
じ
い
さ
ん
ヽ
ば
あ
ざ
ん
の
顔
が

多
い
。
こ
れ
は
戦
工興

戦
後
の
歴
史
、・

原
発
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ

原
発
‐ゼ
ロ
の
未
来
ヽ
向
か
う
じ
じ
い
と

ば
ば
あ
の
後
ろ
姿
を
、
次
世
代
の
子
ど

も
や
孫
に
く
つ
き
り
と
示
そ
う
‐
こ
と

○

「原
発
さ
え
な
け
れ
ば
」
の
心
の
叫
び
を
日
本
中
に
」

（二
面
）

○

「国
と
東
電
の
責
任
」
認
め
た
前
橋
地
裁
判
決

（四
面
）

○
書
評
　

『
原
発
は
や

っ
ぱ
り
割
に
合
わ
な
い
』

（八
面
）

壇上の福島県代表に連帯を示す3.4全国大集会

福 島 原 発
事故から6年

●
福
島
原
発
事
故
か

ら
六
年
。
被
災
者
対

策
と
事
故
収
束
対
策

が
遅

々
と
し
て
す
す

ま
な
い
中
、
安
倍
政

権
は
福
島
原
発
事
故
は
す
で
に

過
去
の
も
の
と
し
て
、
福
島
切

り
捨
て
政
治
を
す
す
め
て
い
る

●
し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
に

よ
る
列
島
の
放
射
能
汚
染
、
沿

岸
の
海
洋
汚
染
は
現
実
の
こ
と

で
あ

‥り
、
国
と
東
京
電
力
の
加

害
責
任
が
消
え
て
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
国
と
東
電
の
責

任
を
潤
う
被
災
者
の
集
団
訴
訟

が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
初
判
決
が
前
橋
地
裁
で
示

さ
れ
た

（
三
面
参
照
）．
●
事
故

収
東
対
策
も
原
子
炉
の
熔
融
燃

料

（デ
ブ
リ
）
の
安
全
保
管

ｏ

処
理
の
見
通
し
が
た

っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
未
だ
に
そ
の
有
り

場
所
の
状
況
さ
え
掌
握
さ
れ
て

い
な
い
。
国
ど
東
電
の
責
任
が

問
わ
れ
る
●
東
京
五
輪
を
前
に
、

安
倍
政
権
は
福
島
原
発
事
故
は

な
か

っ
た
こ
ど
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
許
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
真
摯
に
事
故
に

向
き
合
う
こ
と
以
外
に
な
い
。


